
独 立 行 政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構  
平 成 2 0 年 度 業 務 実 績 に 関 す る 評 価 意 見 書 （ 総 論 ）  

 
 
 本 委 員 会 で は 、 機 構 の 計 画 の 実 施 状 況 又 は 課 題 を 適 切 に 把
握 ・ 評 価 し 、 そ の 評 価 結 果 が 機 構 の 運 営 に 適 切 に 反 映 さ れ る
こ と を 通 じ て 、教 育 の 機 会 均 等 に 寄 与 し 、修 学 環 境 を 整 備 し 、
も っ て 次 代 を 担 う 人 材 の 育 成 及 び 国 際 相 互 理 解 の 増 進 を 図 る
と い う 機 構 の 目 的 の 達 成 に 寄 与 す る こ と を 期 し て 評 価 を 行 っ
た 。  
 本 意 見 書 は 平 成 2 0 年 度 の 業 績 に つ い て 、 次 の よ う な 視 点 、
対 象 項 目 及 び 評 価 指 標 に よ り 実 施 し た 評 価 結 果 を と り ま と め
た も の で あ る 。  
 
（ １ ） 評 価 の 視 点 及 び 評 価 対 象 項 目 等  
   評 価 は 、中 期 目 標 ・ 中 期 計 画 の 達 成 に 向 け て 年 度 計 画 が
着 実 に 実 施 さ れ た か ど う か と い う 視 点 か ら 行 い 、こ の た め 、
中 期 目 標 ・ 中 期 計 画 の 構 造 を 参 考 に 、 平 成 2 0 年 度 計 画 の
第 ３ 階 層 の 各 項 目 （ 括 弧 付 き 数 字 の 項 目 ） を 評 定 の 対 象 と
な る 項 目 と し た 。  

 
（ ２ ） 平 成 1 9 年 度 評 価 結 果 に 基 づ く 業 務 の 改 善 状 況  
   平 成 1 9 年 度 業 務 実 績 に 係 る 評 価 結 果 が 、 平 成 2 0 年 度 業

務 に ど の 程 度 反 映 さ れ 、 改 善 ・ 進 展 が 図 ら れ て い る か と い
う 観 点 か ら も 評 価 を 行 っ た 。  

 
（ ３ ） 行 財 政 改 革 の 視 点  
   現 在 進 め ら れ て い る 国 の 行 財 政 改 革 に お い て 、独 立 行 政

法 人 に つ い て は 経 費 節 減 及 び サ ー ビ ス の 合 理 的 ・ 効 率 的 ・
効 果 的 実 施 の た め 様 々 な 方 策 を 講 じ る こ と が 求 め ら れ て
い る が 、今 回 の 評 価 に お い て も こ れ を 踏 ま え て 評 価 を 行 っ
た 。  

 
評 価 項 目 ご と の 評 価 意 見 及 び 評 定 は 、別 添 の「 評 価 フ ォ ー マ

ッ ト 」に 記 載 の と お り で あ る が 、全 体 と し て は 、平 成 1 9 年 度
同 様 、 概 ね 年 度 計 画 に 従 っ て 着 実 な 業 務 実 施 に よ り 学 生 支 援
の 効 果 が 上 が り 、 サ ー ビ ス の 利 用 者 か ら も 概 ね 良 好 な 評 価 を
得 た と 認 め ら れ る 。  
 
ま た 、 平 成 1 9 年 度 評 価 に お い て 「 B」 の 評 定 が な さ れ た 項

目 に つ い て は 、平 成 2 0 年 度 の 改 善 実 施 状 況 は 、取 り 組 み 姿 勢 、
実 績 と も に 評 価 で き る も の と 認 め ら れ る 。  
以 下 、 年 度 計 画 の 大 き な 柱 に 沿 っ て 、 評 価 意 見 を 述 べ る こ

と と す る 。  
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 年 度 計 画「 Ⅰ  業 務 運 営 の 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た
め に と る べ き 措 置 」 に つ い て は 、 合 理 化 ・ 効 率 化 に 向 け て 一
般 管 理 費 の 削 減 、 外 部 委 託 の 推 進 等 が 不 断 に 行 わ れ て い る こ
と が 認 め ら れ 、 評 価 で き る 。  
 
 年 度 計 画「 Ⅱ  国 民 に 対 し て 提 供 す る サ ー ビ ス そ の 他 の 業 務
の 質 の 向 上 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め と る べ き 措 置 」 の う
ち 、 奨 学 金 貸 与 事 業 に 関 し て は 、 新 規 返 還 者 に 係 る 返 還 率 に
つ い て は 中 期 計 画 に 掲 げ て い た 9 5％ を 超 え る 9 6 . 3％ を 達 成 し 、
全 体 の 回 収 率 と と も に 、 前 年 度 を 上 回 る こ と が で き た こ と は
評 価 で き る 。 ま た 、 法 的 処 理 に よ る 強 制 執 行 予 告 ・ 申 立 件 数
の 増 加 や 、 ｢奨 学 金 の 返 還 促 進 に 関 す る 有 識 者 会 議 ｣に お け る
検 討 結 果 の 報 告 等 を 踏 ま え 、個 人 信 用 情 報 機 関 に 加 盟 す る 等 、
回 収 方 策 の 強 化 が 進 め ら れ て お り 評 価 で き る 。 今 後 も 、 回 収
強 化 に 向 け た よ り 一 層 の 取 組 み を 期 待 す る 。  
  
 留 学 生 支 援 事 業 に 関 し て 、 年 度 計 画 を 着 実 に 実 施 さ れ た も
の の 、 国 際 交 流 会 館 等 に 配 置 す る こ と と し て い た レ ジ デ ン ト
ア シ ス タ ン ト に つ い て 未 配 置 の 会 館 が あ っ た た め 、 配 置 で き
る よ う な 環 境 を 整 え る 必 要 が あ る 。ま た 、平 成 2 0 年 度 に 策 定
さ れ た 『 ｢留 学 生 3 0 万 人 計 画 ｣骨 子 』 等 を 踏 ま え 、 今 後 と も 、
外 国 人 留 学 生 の 受 入 れ 体 制 の 充 実 に 一 層 努 め る こ と を 期 待 す
る 。  
  
 学 生 生 活 支 援 事 業 に 関 し て は 、 研 修 事 業 に つ い て 、 高 い 満
足 度 を 得 る と と も に 、「 独 立 行 政 法 人 整 理 合 理 化 計 画 」を 踏 ま
え 、研 修 事 業 の 見 直 し・重 点 化 を 行 っ た こ と は 評 価 で き る が 、
今 後 と も よ り 効 果 的 ・ 合 理 的 な 研 修 に 向 け て 内 容 の 充 実 を 図
る こ と が 必 要 で あ る 。 特 に 、 障 害 の あ る 学 生 に 対 す る 支 援 及
び 留 学 生 交 流 関 連 の 研 修 に つ い て は 、 引 き 続 き 工 夫 を 凝 ら し
て そ の 推 進 に 努 め ら れ た い 。  
 
 年 度 計 画 ｢Ⅲ  予 算 、 収 支 計 画 及 び 資 金 計 画 ｣に つ い て は 、
学 資 金 貸 与 事 業 に お け る 新 た な 債 権 分 類 基 準 を 整 備 し 、 当 該
基 準 に 基 づ い た 請 求 行 為 を 行 っ て お り 中 期 計 画 を 達 成 で き た
の で 評 価 で き る 。  
  
 平 成 2 1 年 度 よ り 第 ２ 期 中 期 目 標 期 間 が 開 始 し 、機 構 の 今 後
５ 年 間 の 業 務 に つ い て 方 向 性 が 決 定 さ れ た と こ ろ で あ る 。  
 機 構 に お い て は 、 今 回 の 本 委 員 会 の 評 価 も 参 考 に し て 、 第
２ 期 中 期 計 画 の 着 実 な 達 成 に 向 け 、 一 層 の 業 務 改 善 に 取 り 組
ま れ た い 。  
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